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研究成果の概要（和文）：片側変形性股関節症164例について、股関節疾患におけるキネマティクスとしての脚
長差と、患者満足度評価としてForgotten Joint Score (FJS-12)の関係について調査した。人工股関節全置換術
（THA）後１年でのFJS-12は自覚的に患肢を長く感じる例で不良で、また画像的脚長差が5mm未満であっても自覚
的脚長差を長く感じる例ではFJS-12は不良であった。次に股関節疾患におけるキネティクスとしての活動量と
FJS-12の関係について調査した。術前活動量と術後１年時FJS-12との間に有意な相関を認めた。歩数は術後２～
３か月で、活動量は術後３～６か月で術前レベルまで改善していた。

研究成果の概要（英文）：We investigated the relationship between kinematics / kinetics and patient 
satisfaction level, Forgotten Joint Score (FJS)-12, in hip joint disease. The study included 164 
patients with unilateral hip disease. The first study investigated the relationship between 
leg-length discrepancy as kinematics and FJS-12. FJS-12 at 1 year after THA was poor in patients 
with a subject feeling of leg lengthening even if the radiological leg length difference was less 
than 5mm poor. The second study investigated the relationship between physical activity level as 
kinetics and FJS-12. A significant correlation was found between preoperative activity level and 
FJS-12 at 1 year postoperatively. The number of steps was improved to the preoperative level at 2 to
 3 months postoperatively, and the activity level was improved to the preoperative level at 3 to 6 
months postoperatively.

研究分野：リハビリテーション医学

キーワード： キネマティクス　キネティクス　股関節　活動量　脚長差　患者満足度
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Forgotten Joint Score (FJS)-12と人工股関節全置換術（THA)後の脚長差や活動量との関係に関する報告はこれ
までにない。
キネマティクスとしての脚長差に関して、THA後の自覚的脚長差について術側が長く感じる場合は有意にFJS-12
が不良で、画像的脚長差が5mm未満であっても同様であることが明らかとなった。THA後の脚長差は5mm未満とす
ることが重要であることが示唆された。
キネティクスとしての活動量に関して、術前活動量レベルと術後１年時のFJS-12に有意な相関がみられ、各患者
の術前の活動量から、術後１年の活動量および満足度予測が可能となりうることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
股関節疾患におけるキネマティクス・キネティクスと患者満足度評価の関係についての報告は少な
い。特に、患者満足度評価として最近国際的にも汎用されている Forgotten Joint Score (FJS)-
12(図１)とキネマティクス・キネティクスとの関係についての報告は、我々が研究開始にあたり渉猟し
えた限り皆無であった。 
脚長差は人工股関節全置換術後、患者の満足度を下げる要因として報告されている。文献的に
は脚長差を 5-10mm 以内におさめるべきとする報告が多いが、画像的脚長差が 5mm 以内であっ
ても患肢が長く感じる患者もいれば短いと感じる患者もおり、患者満足度との関係は明らかではな
い。 
また活動量について、THA 前後で経時的に調査した報告は少なく、また FJS-12 との関連を調査
した報告はない。 
 

図 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２． 研究の目的 
 
股関節疾患における、キネマティクスとしての脚長差と患者満足度の関係、またキネティクスとして
の活動量と患者満足度の関係を各々明らかにすることを目的とした。 
 
３． 研究の方法 
 
脚長差と患者満足度の関係 
片側変形性股関節症149例を後方視的に検討した。THA術後１年時の自覚的脚長差をもとに短く
感じる（PS群19例）、なし（PN群109例）、長く感じる（PL群21例）の３群に分けた。またTHA後の画像
的脚長差をもとに-5mmより短い（RS群35例）、-5mmから5mm（RN群90例）、5mmよりも長い（RL群
24例）に分けた。さらにRN群における自覚的脚長差の割合も評価した。自覚的脚長差、画像的脚
長差とFJS-12との関係についても調査した。 
 
活動量と患者満足度の関係 
活動量について、THA術後1年まで評価しえた片側股関節疾患163例での検討を行い、年齢中央
値及び術前活動量の中央値によって区分けした各々４つの症例群、すなわち若年低活動性群
（67歳以下・術前total Ex2.98MET/日以下、42例）、若年高活動性群（67歳以下・術前total 
Ex2.98MET/日より大きい、41例）、高齢低活動性群（68歳以上・術前total Ex1.72MET/日以下、
40例）、高齢高活動性群（68歳以上・術前total Ex1.72MET/日より大きい、40例）について各々解
析した。活動量計測について、活動量計(Active Style Pro HJA-750C, Omron社）を術前、退院
時、術後2か月、3か月、6か月、1年で各々の期間で1週間以上装着し、歩行時間、歩数、活動量
(Ex)を記録した。なお装着時間が2時間未満の日は解析から除外した。 
 
４． 研究成果 
 
脚長差と患者満足度の関係 
THA後FJS-12はPL群で不良であった（PS:66.9±26.6, PN:72.8±22.8, PL: 46.4±25.5, 
p<0.0001）（表1）。なお３群において年齢、性別、BMI、手術進入法(Approach)、術前グローバルオ
フセット（GO）、術前診断について有意差はなかった（表２）。画像的脚長差評価では３群間でFJS-

 



12について有意差はなかった（RS:72.3±20.9, RN:67.9±26.1, RL: 65.5±26.5, p=0.53）。なお３
群において年齢、性別、BMI、手術進入法(Approach)、術前グローバルオフセット（GO）、術前診
断について有意差はなかった。RN群におけるPLの割合は13.3%で(表3)、RN-PLでのFJS-12は有
意に不良であった（RN-PS:66.1±25.2, RN-PN:72.6±23.4, RN-PL: 41.8±27.6, P<0.0001）（表
4）。なおFJS-12の項目別の検討では、PL群で全項目にわたって同様の傾向を示し、不良であっ
た（図2）。THA後１年でのFJS-12は自覚的に患肢を長く感じる例で不良で、また画像的脚長差が
5mm未満であっても自覚的脚長差を長く感じる場合にはFJS-12は不良であった。 
THA後の脚長差は、5mm未満までにとどめることが重要であることが示唆された。 

表１ 自覚的脚長差とFJS-12 

表2 自覚的脚長差と各パラメータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表3 自覚的脚長差とX線学的脚長差 

 

 

 



表4 自覚的脚長差絶対値5mm以下例におけると自覚的脚長差とFJS-12 

図2 FJS-12各項目における自覚的脚長差との関係 
 
活動量と患者満足度の関係 
若年低活動性群（42例）では、術後の改善は歩数が術後2か月、活動量が術後3か月で術前と同
様まで改善し、歩数が活動量よりも早く改善していることが確認された（図3）。若年高活動性群（41
例）では、術後の改善は歩数が術後3ヵ月、活動量が術後6か月で術前と同様まで改善し、歩数が
活動量よりも早く改善していることが確認された。高齢低活動性群（40例）では、術後の改善は歩数
が術後1.5か月、活動量が術後2か月で術前と同様まで改善し、歩数・活動量については若年より
も低く、歩数が活動量よりも早く改善していることが確認された（図4）。高齢高活動性群（40例）で
は、術後の改善は若年高活動性群と同様であったが、歩数・活動量については若年よりも低かっ
た。 
術前活動量と術後１年時のFJS-12との間に有意な相関を認めた。歩数は術後２～３か月で、活動
量は術後３～６か月で術前レベルまで改善し、術後１年時の歩数・活動量について、高活動性群
は低活動性群よりも高かった。 
THA前の活動量は術後１年時の患者満足度と関連しており、予後を予測するうえで重要な知見と
考えられた。 

図3 若年者と経時的活動量 
 
 
 
 

 

 

 



図4 高齢者と経時的活動量 
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